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令和７年 網走市議会 

令 和 ６ 年 度 各 会 計 決 算 審 査 特 別 委 員 会 会 議 録  

第６号 令和７年９月19日（金曜日） 

 

 

 

 

○日時 令和７年９月19日 午前10時00分開会 

○場所 議 場 

○議件  

１．認定第１号 令和６年度網走市各会計歳入歳 

出決算について  

２．認定第２号 令和６年度網走市水道事業会計 

の利益の処分及び決算について  

３．認定第３号 令和６年度網走市簡易水道事業

会計の利益の処分及び決算につ

いて  

４．認定第４号 令和６年度網走市下水道事業会

計の利益の処分及び決算につい

て  

 

○出席委員（13名） 

委  員  長    栗 田 政 男 

副 委 員 長    山 田 庫司郎 

委     員    石 垣 直 樹 

            井 戸 達 也 

            金 兵 智 則 

            里 見 哲 也 

            立 崎 聡 一 

            永 本 浩 子 

            平 賀 貴 幸 

            深 津 晴 江 

 古 田 純 也 

            古 都 宣 裕 

            村 椿 敏 章 

 

○欠席委員（１名）   澤 谷 淳 子 

 

○委員外議員（０名） 

 

○事務局職員 

 事 務 局 長    岩 尾 弘 敏 

 事 務 局 次 長    本 橋 洋 樹 

 総務議事係長    和 田   亮 

総 務 議 事 係    平 間 公 稀 

       係    山 口   諒 

 

午前10時00分開会 

○栗田政男委員長 おはようございます。 

 本日の出席委員は13名で、定足数に達しており

ますので、ただいまから、令和６年度各会計決算

審査特別委員会を開会いたします。 

 本日の委員会には次の委員から欠席の届出があ

りましたので報告いたします。 

欠席、澤谷淳子議員。 

 本日の審査日程は、認定第１号令和６年度網走

市各会計歳入歳出決算について、認定第２号令和

６年度網走市水道事業会計の利益の処分及び決算

について、認定第３号令和６年度網走市簡易水道

事業会計の利益の処分及び決算について及び認定

第４号令和６年度網走市下水道事業会計の利益の

処分及び決算についての取りまとめを行います。 

 初めに、認定第１号について、各委員から認定

または不認定などの賛否についてと総括的な御意

見を発言していただきます。 

 なお、前年度は２項目の附帯意見を付して結審

いたしましたが、この附帯意見を付すか否かにつ

いては併せて御発言を願います。 

 それでは、大きい会派のほうから発議があれ

ば。 

 金兵委員。 

○金兵智則委員 それでは、認定第１号について

発言をさせていただきたいと思います。 

令和６年度決算、まず一般会計ですけれども、

収支については黒字決算ということになっており

ました。あと、令和６年度については、ふるさと

納税がアップしておりました。さらに物価高対策

にも取り組まれたりもしていましたし、暑さ対

策、コミュニティセンター、集会施設や小学校、

そして各家庭にエアコンをつける際に補助をする

という暑さ対策にも積極的に取り組まれていたと

いう部分については評価したいと思います。 

一方で、この事業をこなすために職員の方々の

時間外勤務が増加をしているといった現象があっ

たこと、そして決算委員会の中で事業の検証が十

分に行われていないということも見られたところ

であります。 

さらに学校教育について言えば、いじめ対策や

不登校、特別支援教育などについて、もう一歩頑

張ってほしいところも見受けられたところでもあ

りますし、大きなところでは、部活動の地域移行
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については、はっきりと２年間を無駄にしてし

まったと。はっきりとは言っていなかったかもし

れませんが、そういった意味の答弁もあったとこ

ろであります。 

あと、特別会計につきましては、能取漁港、網

走港は赤字決算ということになっておりましたけ

れども、土地の売却がされれば黒字になるという

こととともに、収支のバランスから年々赤字の金

額が減っていっている状況も踏まえまして、認定

第１号につきましては認定をします。しかしなが

ら、附帯意見については付すべきだと思っており

ます。 

 以上です。 

○栗田政男委員長 確認をいたします。 

会派としての意見ということでよろしいでしょ

うか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは附帯意見を付しての認定ということで

すね。 

次、研政会のほうからお願いいたします。 

○井戸達也委員 令和６年度決算では、財政分析

指標として財政構造の弾力性が依然として弱いと

される中においても、食品や燃料の価格高騰に対

する支援や猛暑対策としての冷房設備などの整備

が積極的に進められ、市民の暮らしや環境の整備

などの取り組みがなされてきたと評価をいたしま

す。 

また、公債費についても、今後、社会保障費の

増大やインフラ施設の改修などが見込まれる中、

これまでの大型建設事業の償還が完了していくこ

とから、一定程度の見通しがついていると確認を

いたしました。 

一方で、教育行政については、課題が山積して

いる中、解決に苦労されていることも確認いたし

ました。今後も解決に向けての取組に期待をする

ところであります。 

以上のことから、認定第１号については、附帯

意見を付さず認定といたします。 

○栗田政男委員長 会派ということでよろしいで

すね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、希政会、発言を。 

石垣委員。 

○石垣直樹委員 認定第１号につきましては、認

定いたします。 

まず、予算規模が300億円を超える大規模なもの

となってきておりますが、しっかりと7,000万円の

黒字決算であったこと、しかしながら将来負担比

率が123.9％と、350％というラインにはほど遠い

ですが、しっかりと注視していかなければいけな

いと思っております。 

また、市債の状況につきましても、新庁舎の建

設がございまして、366億円と昨年度と比べて増加

傾向にあることについてもしっかりと注視しつ

つ、しっかりと令和６年度行われたと思っており

ます。 

附帯意見を付さずに認定いたします。 

○栗田政男委員長 会派ということでお伺いしま

す。 

公明クラブ、永本委員。 

○永本浩子委員 認定第１号一般会計ですけれど

も、実質収支では7,033万円の黒字になったという

こと。また、エアコン設置の助成や物価高対策、

在住の外国人との交流の対策や文化芸術関係の合

宿等も力を入れていただいて、そういった点も評

価できるのではないかと思います。 

全体的にはおおむね順調に予算は執行されたと

ころでありますが、若干検証の甘さや事業取組の

甘さが見られたと思っております。 

特別会計も、網走港、能取漁港、それぞれ赤字

ではありますけれども、若干ではありますが赤字

が解消されてきているということで、事業全体と

しては認定をし、附帯意見を付けて認定をしたい

と思います。 

○栗田政男委員長 それでは共産党議員団、村椿

委員。 

○村椿敏章委員 会派としての意見を述べたいと

思います。 

認定第１号の各会計歳入歳出予算についてです

けれども、一般会計については小学校の冷房設備

事業や教育支援、廃棄物処理事業での生ごみ堆肥

化率の向上と最終処分場の延命化など、一定評価

すべき事業は見られたと思います。 

しかし、財政状況は新庁舎建設により経常収支

比率96.7％と２ポイント増えて、財政の弾力化を

欠いている状況があり、慎重な市政運営が求めら

れると思います。 

また、正職員が減っている状況で時間外労働は

増加しています。過労死ラインを超す時間外労働

は改善されていない状況が分かりました。 

また、広域によるごみ中間処理施設建設の白紙

撤回により、8,000万円以上の税金が無駄となった
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ことが分かりました。 

そのようなことから、総体的には一般会計につ

いては認定できません。 

次に、特別会計についてですが、網走港整備特

別会計でありますが、令和６年度の売却実績はあ

りませんでした。７億8,640万円の大きな赤字があ

り、土地が売れなければ会計がよくならない仕組

みであります。非常に不安を抱えた特別会計であ

り、認定できません。 

次に、国民健康保険特別会計については、広域

化と国保料の統一化の道の方針に従って国保料金

を上げ続ける方針が示されました。被保険者のこ

れ以上の負担増はやめるべきです。このようなこ

とから認定できません。 

介護保険特別会計ですが、保険料は当初の２倍

にまで上がる一方、介護人材は減少で、利用した

くても利用できない状況があります。今年も基金

が積み上がりました。まさに保険あって介護なし

といえる状況です。そのようなことから認定でき

ません。 

最後に、後期高齢者医療保険特別会計は、75歳

以上の高齢者を囲い込んで保険をつくるというこ

とで、世界にまれな制度であります。一度はなく

すことが決まっていたのに、いまだに続いている

こと自体問題であり、認定できません。 

よって、認定第１号については認定できないと

いうことであります。 

○栗田政男委員長 不認定ということでいいです

ね。 

 それでは古都委員、お願いします。 

○古都宣裕委員 認定第１号についてですけれど

も、財政改善の傾向が続いて見られたというこ

と。その中でも特段、不認定に至るような法的な

瑕疵は見られなかったことから、まず認定したい

とは思います。 

ただ、しかしながら、先ほどの委員の中の話に

もありましたけれども、やはり事業の振り返りと

して精査が足りない部分が見えました。 

また、市長交際費については、ガバナンスが効

いていないような形も見えます。 

そうしたところから、そこはまず改善をさせて

いかなくてはならない部分であると考えました。 

また、そうした中でやっていくには、やはり附

帯意見を付けた上での認定が好ましいのではない

かと私は考えます。 

 以上です。 

○栗田政男委員長 附帯意見付きで認定というこ

とですね。 

自席で失礼しますけれども、同志会のほうが抜

けています。 

諸事情により私どもは決算委員会に意見を述べ

る場はなかったのですが、ここで賛否だけは明ら

かにしておかなくてはいけないので、私のほうか

ら代表でお話をします。 

私どもの会派としては認定をしたいと。附帯意

見については、付けることは、やぶさかではない

ということで確認をしていただきたいと思いま

す。 

それでは、次の認定第２号から第４号までにつ

いての、今と同じ順番でいきますけれども、発議

をいただきたいと思います。 

平賀委員。 

○平賀貴幸委員 民主市民ネットの会派としての

意見ということで申し上げさせていただきます。 

 水道事業会計につきましては、給水人口が減少

して料金収入が減少する中でも、貸借対照表や損

益計算書などの財務諸表、それからキャッシュ・

フロー計算書を見ても、特に異常はありません

し、資金にも一定の余力もあったと思います。 

それから各種数値を見ても、悪化している数

値、好転している数値、いろいろありますけれど

も、これ以上さらに悪化が急速に進む状況はない

ということも分かりました。 

また、料金の影響についても、少なくても当面

５年程度はそのまま維持できることは確認できま

したし、それ以降何年ぐらい維持できるか分かり

ませんけれども、何とか、給水人口が減少しても

耐えられるだけの体力が当面あることは分かりま

したので、附帯意見を付さずに賛成をしたいと思

います。 

また、下水道会計等、認定３号、４号ともに、

様々な課題はありますけれども、各種指標は特に

異常がある場所もありませんでしたので、そのま

ま意見を付けずに賛成させていただきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○栗田政男委員長 言い忘れたのですが、参考ま

でに聞いておいてほしいのですが、昨年度は附帯

意見を付さないということで認定をしておりま

す。 

次、研政会のほうからお願いいたします。 

 井戸委員。 



 - 212 -

○井戸達也委員 会派の意見として私のほうから

発言させていただきます。 

認定２号から４号についてですけれども、附帯

意見を付さずに認定させていただきます。 

今後の給水人口の減少等の課題がある中におい

ても、導水管の布設替え等、計画的に進められて

いると、また安定的な経営がなされていると確認

いたしました。 

このことから認定とさせていただきます。附帯

意見は付さずということでございます。 

○栗田政男委員長 希政会、石垣委員。 

○石垣直樹委員 認定第２号から第４号につきま

しては、附帯意見を付さず認定いたします。 

 以上です。 

○栗田政男委員長 公明クラブ、永本委員。 

○永本浩子委員 認定２号から４号ですけれど

も、水道会計は連続20年、簡易水道、下水道も連

続５年の黒字経営が続いているということで、安

定経営がなされていると思います。 

水道料金に関する心配もありますけれども、今

すぐのことではないということで、今回に関して

は附帯意見を付けずに認定したいと思います。 

○栗田政男委員長 共産党議員団。 

○村椿敏章委員 水道２号の水道事業会計につい

ては、引き続き、導水管の布設替えも進んできて

いること、会計についても順調かと思っておりま

す。 

そして、簡易水道事業については、これも更新

を計画的に行ってきている状況です。下水道事業

も、送水管の二条化なども今行ってきていて、や

らなければいけないことを進めていることもあ

り、附帯意見を付けずに認定します。 

○栗田政男委員長 古都委員。 

○古都宣裕委員 水道事業会計についてですけれ

ども、法的瑕疵は認められないという中で認定の

方向ではあるのですけれども、ただ新しく示され

ている水道の見通し、自分たちがつくった計画の

中でも、令和16年度までの見通しを示している中

で、令和16年度ではもうすでに取崩しも全部した

中で赤字転落で足りなくなってしまうというのが

見えている中で、なかなか水道料金まで考えた計

画がまだしっかりと上がっていない。 

こちらは、以前にも指摘させていただいている

とおり、政治的判断が必要になってくるにもかか

わらず、それらが、いまだ、あやふやなままであ

ると、あと残り七、八年のうちに大変なことに

なってしまうというところで見ると、しっかりと

した計画性を持って、そちら値段に関してもどう

あるべきかという議論は、加速度的にやっていか

なくてはいけないことだと思います。 

５年ほどはまだ大丈夫。５年たってしまって

は、それからやるのでは、私は遅いと感じている

ので、最低限そうした附帯意見を付けるべき段階

に来ているのではないかと思うので、そこは附帯

意見を付けた上で認定すべきものと私は考えてお

ります。 

○栗田政男委員長 同志会のほうを私から報告し

ます。 

認定したいと思います。 

以上です。 

それでは、分かれている部分がありますので、

ここで暫時休憩をして調整をしたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

午前10時17分休憩 

午後１時00分再開 

○栗田政男委員長 休憩前に引き続き、再開をい

たします。 

先ほど、各委員から認定第１号から認定第４号

までについて賛否と総括的な御意見をいただきま

した。 

 ここでお諮りいたします。 

まず、認定第１号令和６年度網走市各会計歳入

歳出決算については、大方の委員の意見として原

案認定すべきものということで取りまとめをさせ

ていただきたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

認定第１号は、大方の委員の意見として原案認

定すべきものと決定をいたしました。 

また、認定第１号については委員の意見の中に

附帯意見を付して認定すべきとの発言がありまし

た。附帯意見の内容については、１項目めは、事

業検証が不十分な事業が認められた。事業検証の

精度を高め、次年度以降の事業実施に生かすこ

と。２項目め、職員の時間外勤務を減少させるよ

う適正配置を促すこと。３項目め、進展が認めら

れない部活動地域移行については、スピード感を

持った体制の整備に努めること。また、体育文化

活動の補助については近隣自治体との調整を進め

ること。４項目め、学校教育については、いじめ

対策や不登校、特別支援教育などに対応が十分と
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は言えない状況がある。教職員の働き方改革を含

め、課題の整理と対応策の検討を急ぐことであり

ます。 

ここでお諮りをいたします。 

認定第１号令和６年度網走市各会計歳入歳出決

算については４項目の附帯意見を付すということ

で取りまとめをさせていただきたいと思います

が、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

異議がありませんので、認定第１号について

は、４項目の附帯意見を付すことに決定をいたし

ました。 

次に、認定第２号令和６年度網走市水道事業会

計の利益の処分及び決算について、認定第３号令

和６年度網走市簡易水道事業会計の利益の処分及

び決算について及び認定第４号令和６年度網走市

下水道事業会計の利益の処分及び決算について

は、全委員の意見として原案可決及び認定すべき

ものということで取りまとめをさせていただきた

いと思いますが、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、認定第２号から認定第

４号までは全委員の意見として原案可決及び認定

すべきものと決定をいたしました。 

また、各委員より認定第２号から認定第４号ま

でについては、全委員の意見として附帯意見を付

さないという発言がありました。 

 ここでお諮りをいたします。 

認定第２号令和６年度網走市水道事業会計の利

益の処分及び決算について、認定第３号令和６年

度網走市簡易水道事業会計の利益の処分及び決算

について及び認定第４号令和６年度網走市下水道

事業会計の利益の処分及び決算については、全委

員の意見として附帯意見を付さないということで

取りまとめをさせていただきますが、これに異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

異議がありませんので、認定第２号から認定第

４号までは全委員の意見として附帯意見を付さな

いことを決定いたしました。 

以上で、本委員会に付託された案件の審査は全

て終了します。これをもって本特別委員会を閉会

することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

ここで、私から一言御挨拶を申し上げます。 

去る９月２日、令和６年度各会計決算審査特別

委員会が設置され、私が委員長に、山田庫司郎委

員が副委員長に選任されました。私が未熟なせい

で、山田副委員長には大変有力な助言をいただき

ながらベテランらしい助言をいただきながら、何

とかこの職責を果たすことができました。心より

感謝申し上げます。 

また、委員会中、各委員の皆様には、時には少

し無理なお願いもしたことがあります。これも進

行上、やむを得ないとはいえ、この場を借りて、

もし失礼があれば陳謝したいと思います。 

延べ５日間にわたり審査をいただいたわけです

が、その間、各委員におかれましては大変熱心に

審査をいただき、心より感謝申し上げます。 

それでは、以上で令和６年度各会計決算審査特

別委員会を閉会したいと思います。 

大変お疲れさまでした。 

 午後１時05分閉会 

 

 

 


